
2022年日独スポーツ少年団指導者交流〔オンライン〕実施要項［2022.10.21時点］ 

 

 本事業は、日独両国の青少年指導者が相互に交流し、両国の理解と交流を深め、青少年指導者の資質向上

と、両国間における青少年交流の発展を図るために実施する。 

 

1. 主催 

公益財団法人日本スポーツ協会日本スポーツ少年団 

 

2. 期日 

2022年 11月 20日（日） 16：30～20：30（4時間） 

 

3. 参加人数 

30名（予定） 

 

4. 参加者 

(1) 参加条件 

 令和 4（2022）年度スポーツ少年団に指導者または役員・スタッフとして登録している者 

 都道府県・市区町村スポーツ少年団事務担当者 

 

(2) 申込方法 

都道府県スポーツ少年団にて、参加希望者を取りまとめ、所定の参加申込書（Excelデータ）により、

日本スポーツ少年団宛に e-mailにて申し込むこと。 

【申込期限： 11月 11日（金）】 

提出先： jjsa@japan-sports.or.jp 

 

5. 実施形態 

新型コロナウイルス感染症予防の観点からWeb会議システム（Zoom）を用いたオンライン形態で実施 

 

6. 交流テーマ 

スポーツと SDGs～スポーツが平和な社会に向けてできること～ 

≪設定理由≫ 

東京 2020オリンピック・パラリンピック競技大会では SDGｓ（持続可能性）を意識したコンセプトが掲げら

れ、スポーツを実施できる環境を整えること、スポーツにおいて差別があってはならないこと等、スポーツと

SDGsの関係性が注視された。 

スポーツが社会の進歩に果たす役割は「持続可能な開発のための 2030アジェンダ宣言」でもうたわれ

ている一方で、昨今の世界情勢に目を向けると、平和の祭典と言われるオリンピック・パラリンピックの開催

に伴う休戦期間の最中にもかかわらず、ロシアがウクライナへ本格的な軍事侵攻を開始し、多くの民間人

に被害を与え、またその多くが国外に避難する等、平和とは言い難い状況が続いている。 

こうした状況においてもスポーツが平和のために寄与できることについて、特に 3つのゴールに着目し、

ソフト面・ハード面それぞれの観点から考えることを目的とする。 



 

7. プログラム（予定） 

時間 プログラム 

16:30～16：50 

（20分） 

オリエンテーション（オープニング） 

16:50～17：35 

（45分） 

情報提供① 

［日本側の講師から交流テーマに基づく情報提供］ 

17:35～17:45 

（10分） 

休憩 

17:45～18：30 

（45分） 

情報提供② 

［ドイツ側の講師から交流テーマに基づく情報提供］ 

18:30～18:40 

（10分） 

休憩 

18:40～20：10 

（90分） 

ディスカッション 

［日独の参加者同士で情報提供や交流テーマについてディスカッションを実施］ 

20:10～20:30 

（20分） 

オリエンテーション（クロージング） 

 

8. 参加料 

無料 

 

9. 個人情報および肖像権の取扱について 

(1) 当協会は、本交流の実施にあたり、以下の目的のために個人情報を取得する。 

 本交流の申込手続きおよび参加資格審査 

 本交流の運営上必要なプログラム編成および資料作成 

 本交流の実施報告にかかわること（報告書、ホームページ、報道等） 

 本交流の運営に必要な連絡 

(2) 当協会は個人情報を以下のとおり共同利用する。 

共同して利用される個人情報の項目  参加申込書に記載されている情報 

 交流期間中に取得した情報（期間中に撮影した写真およ

び映像） 

共同して利用する者の範囲 ◼ 主催団体・交流パートナー団体 

 公益財団法人日本スポーツ協会日本スポーツ少年団 

 ドイツスポーツユーゲント（dsj） 

◼ 参加者が申込手続きを行う団体 

 当該都道府県スポーツ少年団 

※ 当該参加者が申込手続きを行う都道府県スポーツ少年団

以外には提供されない 

共同して利用する者の利用目的 ◼ 主催団体・交流パートナー団体 

 上記（1）に記載の内容 



◼ 参加者が申込手続きを行う団体 

 交流の申込手続きおよび参加資格審査 

個人情報の管理責任者 公益財団法人日本スポーツ協会 会長 伊藤 雅俊 

東京都新宿区霞ヶ丘町 4番 2号 

JAPAN SPORT OLYMPIC SQUARE 11階 

(3) 参加申込書に記載されている情報（氏名、所属都道府県、所属スポーツ少年団）は、主催団体、交流

パートナー団体および報道機関等による新聞、雑誌、関連ホームページ等への掲載で公表することが

ある。 

(4) 本交流期間中に撮影された写真、映像が主催団体および交流パートナー団体の報告書、関連ホーム

ページ、インターネット等に掲載されることがある。 

(5) 当協会は、本人またはその代理人から、保有する個人情報について、開示訂正、追加、削除、利用停

止、消去の請求があった場合、法令に則って、所定の手続きに従い、誠意をもって対応する。 

また、本人から利用目的の通知を求められた際には、本人に対し、法令に則って、所定の手続きに従

い、遅滞なく通知する。これらの請求については、公益財団法人日本スポーツ協会ブランド戦略部

（link@japan-sports.or.jp）まで連絡すること。 

(6) 当協会の個人情報保護方針は以下 URL から確認すること。 

http://www.japan-sports.or.jp/privacypolicy/tabid/102/Default.aspx 

 

10. Web会議システムでの参加に関する留意事項 

(1) 参加者は、自己の責任において参加するために必要なパソコン、通信機器、通信回線その他の設備を

準備し管理する。主催者は、参加者の都合によりオンライン研修を参加できなかった場合の一切の責

任を負わない。 

(2) 参加するために必要な通信回線の利用料金は参加者が負担する。 

(3) 参加者の各自が最新のコンピュータウイルス対策等がなされている機器を使用すること。主催者は、参

加によりコンピュータウイルスや第三者の妨害等行為による不可抗力によって生じた損害等の一切の責

任を負わない。 

 

11. その他 

(1) Web会議システムで参加する際に必要な URLや ID・パスワード等については、参加決定者に対して

別途案内する。 

(2) 今後、本交流のプログラム等に変更が生じる可能性がございますことを予めご了承ください。 


